
第５８回関東社会人サッカー大会要項 

 

 

1. 名   称 第５８回関東社会人サッカー大会 

2. 主   催 一般社団法人関東サッカー協会  関東社会人サッカー連盟 

3. 主   管 一般社団法人神奈川県サッカー協会 神奈川県社会人サッカー連盟 

      一般社団法人山梨県サッカー協会 山梨県社会人サッカー連盟 

4. 協   賛 株式会社モルテン 

5. 開 催 期 日 2024 年 11 月１日（金）・２日（土）・３日（日）・1６日（土）・1７日（日） 

6. 競 技 会 場 神奈川県立スポーツセンター 

押原公園サッカー場／YSKe-com シルクパーク 

日産フィールド小机 

 

7. 参 加 資 格 

（公財）日本サッカー協会に加盟登録した第１種登録チーム（準加盟チーム含む）（但しＪ１、Ｊ２、 

 Ｊ３リーグ、ＪＦＬ、大学連盟、高専連盟に加盟したチームを除く）で、都県第１種社会人リーグの 

結果により選出されたチームであること。また、次の資格を有するものに限る。 

※当該年度に同系列・同一母体のチーム（サブチーム、サテライトチーム、同一大学チームなど）が既

に関東社会人リーグに１チーム所属している場合は、本大会への２チームの参加は認めない。 

 関東社会人リーグに２チーム所属している場合は、本大会への参加は認めない。 

(1) 本年度の加盟登録を完了し、会費納入済みであること。 

(2) 本大会の参加費の払い込みと参加申込が完了していること。 

(3) 参加選手は、2024 年 8 月 31 日までに登録を完了している選手であること。 

※選手登録の承認日が 2024 年 8 月 31 日までの選手であること。 

(4) 参加選手は、他のチームと二重登録されていないこと。 

(5) 外国籍の選手は、（公財）日本サッカー協会に外国人登録を行った上で１チームにつき 3 名まで登

録できる。但し、「JFA のプロ選手の契約登録および移籍に関する規則」の条件に該当する場合は

この 3 名を超える登録を可とするが、その場合でも外国籍選手の登録は 5 名を超えてはならない。

（準加盟チームは除く）なお同時に試合に出場できるのは 3 名までとする。 

(6) （公財）日本サッカー協会により「クラブ申請」を承認された「クラブ」に所属するチームについ

ては、同一「クラブ」内のチームに所属する選手の移籍手続きを行うことなく本大会に参加させる

ことができる。対象はシニアおよび２種カテゴリーの登録選手とし 3 名までエントリーを認める。

なお同時に試合に出場できるのは 3 名までとする。 

8. 大会開催方法 

本大会は次により実施する。 

(1) 本大会は下記区分の地域により選出された 16 チームによって行う。 

(2) 各都県社会人サッカー連盟の選出すべき代表チーム数は次のとおりとする。 

• 茨城県社会人サッカー連盟  １チーム 

• 栃木県社会人サッカー連盟  １チーム 



• 群馬県社会人サッカー連盟  １チーム 

• 埼玉県社会人サッカー連盟  ４チーム 

• 千葉県社会人サッカー連盟  ２チーム 

• 神奈川県社会人サッカー連盟  ２チーム 

• 山梨県社会人サッカー連盟  １チーム 

• 東京都社会人サッカー連盟  ３チーム 

• 開催地社会人サッカー連盟（神奈川県）  １チーム 

9. 試 合 方 法 

(1) 前項の地域により選出された 16 チームによって、トーナメント方式で、優勝、準優勝、 

を決定する。 

(2) 試合時間は 90 分間とする。ハーフタイムのインターバルは 15 分間確保とする。 

勝敗が決しない場合は、ＰＫ戦により次戦進出チームを決定する。 

但し、準決勝及び決勝については前、後半 10 分―10 分の延長戦を行い、なお決しない場合はＰＫ

戦により次戦進出チーム（決勝戦は優勝・準優勝）を決定する。 

  （3）悪天候・落雷の予兆等により試合の継続が不可能な場合は、試合を一時中断もしくは中止する。 

    ※試合を行わず中止の場合は、抽選にて次回戦進出チームを決定するが準決勝・決勝については再

試合とする。再試合の日程は関東社会人サッカー連盟が決定する。 

ア．試合の中断および中止は主審の判断による。主審が雷鳴に気づかない場合はマッチコミッショ

ナーが審判員に中断および中止勧告を行う。 

イ．試合の中断は最長で１時間とする。中断が連続して１時間を超えた場合にはその試合を中止と

する。 

ウ．危険性がなくなると判断された後には速やかに試合を再開すること。 

エ．中止の場合で得点差がある場合は試合成立とする。 

同点の場合は抽選にて次回戦進出チームを決定する。 

10. 競 技 規 則 

(1) 大会実施年度の（公財）日本サッカー協会競技規則（2024／2025）による。 

(2) チームが試合時間に遅れた場合は、いかなる理由があろうとも不戦敗扱いとする。 

(3) 1 チームの登録は、41 名までとし、（役員 11 名・選手 30 名以内）を最大とする。 

参加申し込みした最大 30 名の選手の中から、各試合メンバー提出用紙に提出時に選手最大 18 名

を選出する。ベンチ入りする役員については参加申し込みした、最大 11 名の中より 6 名を選出す

る。但し、監督が選手として出場する場合は、これに含まれていなければならない。なお、役員の

うち 1 名は監督を参加申し込み時に記載する事。 

(4) ベンチに入れる人の数は、役員６名以内と交代要員７名以内の計 13 名以内とする。 

(5) 選手交代は、試合の前後半を通じて５名に限り他の選手と交代することができる。 

（交代回数は、ハーフタイムを除き３回までとする。） 

この交代選手は、出場選手リストに交代要員 7 名以内の氏名・背番号をあらかじめ記入提出された

中からでなければならない。 

【脳震盪による交代（再出場なし）の追加について】 

a. 1 試合において、各チームは最大１名の「脳震盪による交代」を使うことができる。 

 



b. 「脳震盪による交代」は、その前に何人の交代要員が使われているにもかかわらず、行うこと

ができる。 

c. 「脳震盪による交代」で入る交代要員が使われたならば、相手チームは（脳震盪に限らず）い

かなる理由であっても「追加の交代要員」を使うことができる。 

ただし、延長戦時は追加で 1 名+1 回の交代回数の追加が認められる。（それまでにすべての交代要

員を使い切っていない場合でも追加が認められる。） 

(６) 試合時には必ず（公財）日本サッカー協会発行の 2024 年度の登録選手一覧を試合前に提示するこ

と。不測の事態の場合は、電子機器での確認も可とする。（写真があること） 

(7) 選手は大会参加申込書にエントリーされ、かつ大会出場チーム名で承認されていることを確認でき

る登録一覧を持参することにより出場できる。（8 月 31 日迄に登録完了選手とする） 

(8) 試合開始の最少人数は、7 名とする。但し途中の退場処分や負傷によりフィールドへの復帰不可能

で競技者が 7 名未満となった場合、試合は中止され当該チームは不戦敗とする。 

(9) テクニカルエリアを設置する。競技中チーム役員 1 名がテクニカルエリアから戦術的指示を与える

ことができる。 

11. 懲 罰 

(1) 本大会とそれに繋がる都道府県大会(その他の地域予選大会を含む)は懲罰規定上の同一競技会とみな

し、都道府県大会終了時点での退場・退席による未消化の出場停止処分は本大会において順次消化す

る。 

(2) 本大会とそれに繋がる都道府県大会(その他の地域予選大会を含む)は懲罰規定上の同一競技会とみな

すが、都道府県大会での累積警告は本大会に影響を及ぼさない。 

(3) 本大会期間中に警告を 2 回受けた選手・チーム役員は、直近の本大会 1 試合に出場出来ない。なお、

本大会期間中に科せられた警告の累積は他大会には影響を及ぼさない。[懲罰規程〔別紙 2〕第 2 条 3

項」参照] 

(4) 本大会において退場を命じられた選手・チーム役員は、自動的に直近の本大会 1 試合に出場出来ず、

それ以降の処置に付いては規律委員会に於いて決定する。[懲罰規程〔別紙 2〕第 4 条」参照] 

(5) 本大会において他大会等の出場停止処分を消化する場合は、事前に書面にて大会事務局まで提出しな

けれぱならない。[懲罰規程〔別紙 2〕第６条」参照] 

(6) 出場停止処分を受けた者は、懲罰規程[別紙 2]第 3 条の通り、試合が終了するまで制限される区域には

立ち入る事は出来ない。 

(7) 本大会は（公財）日本サッカー協会「司法機関組織運営規則」に則り、大会規律委員会を設ける。委員

長は関東社会人サッカー連盟理事長とし、委員については委員長が決定する。[懲罰規程第３節・第 25

条] 

(8) 本大会の規律問題は、（公財）日本サッカー協会「司法機関組織運営規則」に従い、大会規律委員会が

処理しなけれぱならない。[懲規程第 3 節・第 25 条] 

12. 参 加 申 込 

(1) 各都県の代表チームは、（公財）日本サッカー協会 WEB 登録システム「KICKOFF」にて必要事項を入

力の上、参加申込手続きを行うこととする。また「プライバシーポリシー同意書」を大会事務局へ送

付、もしくはスキャンデータを電子メールで送信すること。 

申込期限：2024 年 10 月 16 日（水）15：00 

 



(2) 大会プログラム購入依頼書兼申込書、チーム紹介及びチーム集合写真、予選経過報告書、出場停止選

手（各都県連盟確認後）は、プログラム作成のため、電子データを E ｰ mail で、10 月 1６日（水）ま

でに、大会事務局に電子メールで送信すること。 

13. 諸 注 意 

(1) 試合開始 90 分前に運営本部にてメンバー表提出（１部）及びユニフォーム決定を実施する。 

その際選手証を併せて提出すること。（2 回戦以降は選手証提出の必要はないが、試合中に疑義が  

生じた場合は選手証提出を求めるのでかならず携行すること。） 

(2) 試合開始 70 分前にマッチコーディネーションミーティングを実施する。マッチコーディネーショ

ンミーティングには、必ず、監督とチーム代表者かスタッフ１名の計２名が参加すること。（監督

は必須） 

(3) 参加チームの正副ユニフォーム（シャツ・ショーツ・ストッキング）は、異色のものを用意するこ

と。（（公財）日本サッカー協会「ユニフォーム規程」に準じていること） 

(4) 背番号は、参加申込書に登録された選手固有の番号を付けること。 

なお、当て布で背番号を変更する場合は、「同色の当て布と同色の背番号」、又は「白い当て布に黒

の背番号」で周囲をすべて縫いつけたもののみ認める。 

(5) 登録のユニフォームと異なる色のものを着用している選手は、出場を認めない。 

また、試合では控えのＧＫをエントリーすることを原則とするが、何らかの事情によりＧＫの控えがいな 

い場合は、試合当日のマッチコーディネーションミーティングにおいて、審判団と交代ＧＫのユニフォー 

ム着用について確認する。その場合、必ず交代ゴールキーパーとして出場するフィールドプレーヤーの背 

番号がついたユニフォームを用意するか、背番号がつけられる状態（当て布）のＧＫユニフォームを用意 

すること。（交替ＧＫのユニフォームが準備できない場合も確認する） 

(6) ソックスの上にテープやバンテージを巻く、あるいは、アンクルサポーター等を着用する場合は、その 

テープ等の色はソックスの色と同色とする。 

14. 参 加 費  

（1） 大会参加費 50,000 円は、参加申込と同時に 10 月 16 日（水）までに、指定口座に振込むこと。 

15.  組 合 せ  

（1） 関東社会人サッカー連盟常任理事会で決定する。 

16.  代表者会議兼開会式 

日時：2024 年 11 月 1 日（金）17:00～18:00 

場所：【神奈川会場】神奈川県藤沢市善行７－１－２ グリーンハウスミーティングルーム 

   【山梨県会場】山梨県中巨摩郡昭和町押越１５００－１押原公園内管理棟２階会議室 

17.  表  彰 

(ア) 優勝及び準優勝チームには賞状及びトロフィーを授与する。 

(イ) ３位チームには、賞状を授与する。（３位決定戦を行わない場合は、この限りでない） 

(ウ) 準決勝まで勝ち残ったチームの中から選考により、フェアプレー賞を授与する。 

18. 費用・保険 

（1）大会参加に要する費用は、全額参加者負担とする。 

（2）主催者は、参加者の負傷または、疾病の応急処置以外、一切責任を負わない。 

（3）参加者は、健康保険証を持参し、スポーツ傷害保険に加入していることが望ましい。 

 



19. そ の 他 

（1）優勝チーム・準優勝チームは、ＪＦＬと関東リーグ１部・２部の結果により無条件又は入れ替え戦 

により、翌年度の関東リーグ２部に参加する義務を負う。 

（2）参加資格に疑義がある場合は、あらかじめ所属都県社会人サッカー連盟の意見を求めることとし、 

なお疑義がある場合は関東社会人サッカー連盟常任理事会がこれを裁定する。 

（3）参加チームの代表者は、大会期間中の所在を大会事務局に連絡すること。 

（4）大会期間中の宿泊等については、各チームの責任で確保すること。 

（5）不測の事態が起きた場合は、競技委員長が決定する。 

（6）本大会開催前の各都県での公式試合で懲罰処分が未消化の選手及び役員がいる場合、各都県社会人 

サッカー連盟にて必ず懲罰処分報告書または、通告書の写しを大会事務局に提出をすること。 

なお、該当者がいない場合も必ず連絡をすること。 

【提出及び連絡期限】10 月 18 日（金）までにお願いします。 

 

以 上 

 

 

 

 

※ ホームページ掲載にあたり、項目を一部省略しております。 


